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いない。本研究では, シロイヌナズナ NIMA 関連キナーゼ 6（NEK6）に着目し, （1）微小











     




  NEK6は in vitroでβチューブリンをリン酸化するが, その機能は不明であった。NEK6
の分子機能を解明するため, NEK6によりβチューブリンをリン酸化し, 質量分析により５
つのリン酸化される Ser/Thr残基を特定した。これらの Ser/Thrをリン酸化されないアラ
ニン, またはリン酸化ミミックとなるアスパラギン酸へ置換し, GFP と融合した形で変異
チューブリンを発現させた。その結果, Thr166をアラニンへ置換すると, βチューブリン
の微小管局在が顕著に促進され, Ser314, Thr366をアスパラギン酸に置換すると微小管に
















 次に, 芽生えのタイムラプス観察を行った。野生型の胚軸はまっすぐ伸びるのに対し, 
nek6変異体の胚軸は屈曲しながら成長した。胚軸に重力刺激を負荷したところ, nek6変異
体では胚軸が過剰に屈曲した。更に, 重力負荷と同時に接触刺激を与えると, この屈曲は
促進され, 胚軸が１回転して成長した。従って, nek6変異体はメカニカルストレスに対し
て過剰に応答すると考えられた。そこで, 胚軸細胞を一部除去し, 除去部位を取り囲むよ
うに張力を発生させ, 微小管の応答を定量した。その結果, nek6変異体の微小管は張力に
過剰に応答することが明らかになった。また, 張力応答が低下したカタニン変異体に nek6
変異体を掛け合わせて２重変異体を作成したところ, カタニン変異体の表現型が回復し
た。以上の結果から, NEK6は細胞や器官・組織の形に沿って発生する局所的なメカニカル
ストレス（張力）に対して, 微小管が過剰に応答しないように抑制することで, 器官全体
での細胞伸長を協調させると考えられる。 
 
